



Objects, Private ― Voluntary Issues, Methods of Practice of Japanese Social Settlements
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注
i ）　この段落の文章は，柴田謙治（2017）の「終
わりに―本稿で得られた新たな知見」の記述と
ほぼ同一である。柴田謙治（2017）で得られた
新たな知見を要約するとこのような文章になる
ため，あえて使用した。
